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モグサの有機成分 :NMR による分析

UJI治錨灸大学化学教室

小林 平日子

要旨 モグサをクロロホルムーメタノーノレー水出合格媒IL泣し，室温で 7 日間抑位すると クロロホル

ム聞から視油性のへプタトリアコンタン (C 31 H 7S ) が単離された 同定は l H ， nC -NMR スペ

クトルおよび融点の測定ILよって行った メタノール 水届からは，カテコール系の縮合型タンニン

が得られた 各純白モグサの!モグサ重量K対するC37 H 16 およびタンニンの軍r.l比を比較すると

C3 7 H '6ιついてはほとんど等しいが，タンニン lζついては 段上級のモグサは最も少なく f 粗モグサ

になるはど多かった また，抽出操作を行ったモグサと行っていないモグサとの，燃焼温度一時間曲線

の形を比較すると，両者の段高温度K有意差は認められなかったが。抽出後のモグサの方が，点火後

25"Cから最高温度に上昇するまでの時間が長く. C 37 H 76 がなくなると燃焼 1， IC くい傾向を示している
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Summary: A mixed solvenl of chloroform , methanol and wa同r (5 : 5 1) was added to 

0.1730 g of moxa 8t room temperalure. Af回r 7 days. the supernatant solut綷n was sepa. 

rated in� tWQ layers by the addition of water. Heptatriaconlane (C J7 H,6 ) , confirmed 
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the chloroform layer , while condensed tannins having catechol der茁atives were found in 

the methanol-water layer. Each ra1io of C37H'6 in several kinds of moxas to the 10181 
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モタサの原料てあるヨモギはキク !!E科 キク述?

ヨモギ属 IL 属しており!約25日間が tu られてい

る 11 乙のうち 円本のモグサの以料とされてい

るのは Artemisﾍa princeps Pamp . ヨモギ)

と， Artemisia montana Pamp. (オオヨモギ)

の葉である引 ヨモギの iliの成分については

向陽の原野lC生育す る Artemisia vulgaris 

L. var. indica Maxim は精乃1 1 約0.02% を含

み その成分は Eucalypto1 (1 , 8 一 Cineo1 ) 

(1) 50% ，“一 Thujone (2 ) ，セスキテノレベン

顕であると報告されている 31 乙の他，少量のア

ノレカロイド ミネラルも合まれている 4) 日本の

A rtem祖国 prÎnceps Pamp の葉については』

精油成分中花 (!) (2 ) および p -Thujone (3) 

が含まれていると報告されている 引

モグサの成分については 恒金以の分析報告は

あるが61 有機成分については 1 ヨモギの誌とほ

ぼ同様テノレベンmであると記述されている場合が

多い刊 しかし I ヨモギからモクガになるまでの

製造過程 Ir は!数 I=II :JJの天日 乾燥， 一昼夜にわた

る加熱乾燥操作が含まれており8) i9n点の比較的

低いテルベン有i ((]) 176-177'C , (2 , 3) 200 

-20 1 'C) は!大部分ぷ発してしまう可能叫が考

えられる ζ 己では，モグサそのものから有機物

Euca 1 ypto 1 

(l ,8-Ci neol) 

質を抽出し 物用化学的/iìkによって同定した

また 抽山した行険物質がモグサの燃焼柿度時

間曲線Ir与える Jj~~~，~ICついても検討した

日実験方法

チラシモグサ(設用)の成分1'1 III-Uは l 以 f 1ζ述

べる方法で行った また l山の 6 jiJ)のモグサ(天

円乾燥のみ行ったモグサ H本-bï金山 1 芸能

若草灸頑針朋交，)J光ji71灸 IIJ ， 'Ij同特製) IC つい

ても向線の方法で!IIIIJ: !'l)作を行 っ た

'H-NMR ス ベ ヲ ト ノレの測定は Varian E:VJ 

390 (90MHz ) により， "C-NMR スベクトル

の測定は JEOL-FX90Q (22 .49MHz ) によ

って1'[ っ た

モグサの燃焼温度 時間11M出の測定は I モグサ

3 mgを秤[，) L , f'1 鍬形 (版!日の [['l f主 3 皿丙さ

5 皿) 11:したものを，アスベス|板 1- 1 [1叶定した

針j).、熱電対の上lζ凶き I 点火後の!燃焼損1主 ←時

間ill l線をデジデルレコ ダーで ÉHVJ計 品1II記録した

チラシモグサの抽出

チラユノモグサ0.7730 g をクロロホ Jレム メ タ /

Jレ水 (100m! : 100m! : 20 mO 混合協媒 IC 浸

し I 室温 ( 25'C ) で 7 1-11間的置した後 1111山溶液

をグラスフィ JレターをffIいて泊過した 黄緑色の

抽出溶液210m!を分波t\ii斗 !C 移し!蒸留水20miを

R. R ，、
ーし
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図 1 ヨモギの精油成分
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力[Jえ クロロホ Jレム同(下層)とメタノ ノレ水

屈(上川)に分離させ分液した 淡い黄緑色のク

ロロホノレム溶旋 11:硫椴カルユノウムを加え一晩乾燥

後 強過した ζの法液からク ロロ ホルムを減圧

官i去すると ， 淡い黄緑色をした沌沢のある |間体30

叫が得られた ζの同体へメタノ - }レ 2 mtを静か

に}mえ洗浄する と I 淡黄の固体~Omgが1専られた

乙の団体を電"ロロホ Jレム O.25me に溶解し ， NM  

R 試料管( 5φ ) IC砂1.-， ' H , "C - NMR ス

ベクト/レ n!IJ定 した

'H -N M R � + l.20ppm (Singlet) 

13C-NMR ò -I- 14.lppm , + 22.7 ppm , + 

29 .3ppm , + 29 .4 ppm , +29 .7ppm ト 32.0

ppm. h'i分比 ( 1 1 :13.5: 1) 

NM R サン プJレから重クロロホルムを劉去し I

得られた淡黄色固体をメタノ Jレ0. 5meで 2 回洗

浄し!クロロホルム0.1 耐を加え φ 再結品を行う

と . .Ifft色の結品が得 られた との結品の闇!Ai，を iJliJ

定すると。 75-76"Cであった

メタノ ノレ ノK!IÚ山溶液から溶媒を減圧儲去す

ると，褐色の!!!!I体加mgが得られた 蛋メタノ ー ノレ

や~水中でNMR ス ベク トノレを測定しょ っと試み

たが， l'容解度が低いため !信頼できるスペク ト ル

を得る乙とができなかった しか し 1 ζ の問体を

徴hì:，メタ ノ ール 1<:溶解し塙化鉄C Itl ) を少ifl:加

え ると 凶ちに汚緑色を呈1.-，力テコ ノレ系を構

成単位とする縮合型タンニンの存在を不した"

九h層ヲ ロ 7 卜 グラフィー (T L C) 溶媒 (ヘ

キサン 酢酸エチル~ 5 2) R r ~ 原点!溶

媒(プタ ノ ーノレ 酢酸 水~ 4 1) Rr 

~ 0_84-0 .1 

紫外吸収スペヲ トノレ ( U V) 溶媒 ( メタノ

Jレ ) , ﾀm3x=330nm 

高速液体クロマトグラフィ ー ( HPLC )

(Shim-pack C L C -00  S カラム。メタノ ー

ル溶媒)保持時間(分) 1. 99 , 3.87 

また t ク ロロホJレム胞から得られた固体のうち，

メタノ ルに溶解した部分に抗化鉄( m )を少

量加えると直ち IL汚緑色を呈した

TLC 溶媒 (ヘキサン 酢酸エチノレ~ 5 : 2) 

Rr~ O . 08 ，溶媒 (プタノ-}レ酢駁水~ 4

1) Rr~O .92 

uv 溶媒(メタ ノ -}レ ) , J m"， ~ 280nm ， 410 

nm (sh) 

HPLC 保持時間(分) 2 .36 , 2 .88 , 8.66 

方。抽IIH去のモグ サは宝山1で シリカゲルを

諸めたデシケー ター内に l ケ }-J 保管1.-，乾燥し た

1111出，乾燥後の重量は0.7090 g であった

111 結果と考案

チ ラゾモグサから観川1性成分と主Q水性成分とを

|百J II寺 11:抽出するために ， クロロホノレム メタノー

Jレー水混合格媒11:， モグサを室視で 7 日間浸し，

行機成分を1111出した tJl油性成分が含まれている

と考えられる クロロモノレム肘からメタノ -}レ IC不

依の淡黄色固体が。モグサ屯iiJ:の 2.67話 f~ られ，

メタノ← Jレ可熔の固体が1. 6% ，親水性}jj<:分が含

まれていると考えられるメタノ ー ノレ ー 水府からは

同色也|体が2 .69百得られた ク ロロホルム層のメ

タ ノ ル不溶の国体はエタノ Jレ ，プテノ ー ル，

酢酸エチ Jレなどの極性格媒11:不能で 1 ヘキサン，

ベンゼンなどの;1 1，暢性/5媒にはよ く溶け ， TLC 

を行っ たが，紫外線の吸収は認められなか勺た

乙の |司体をITJ:クロロホノレム ( CDCI，l に溶解し ，

'H-NMR スベクトノレを測定した (図 2 ) 

' H-NMR ス ペクト ルでは t テトラメチ Jレゾ

ラン (T M S) 抗準で δ+ 1 .20ppm 11:単一吸収

( Singlet ) が認めら れ F アルコ ーノレ性や オ レ

7 ィン性の l-! ，カノレポン酸の政収は全く認め られ

なかった ζの化学ンフト ( 占 + 1. 20ppmλは鈎和

炭化水素のメチレン基(-C!-1 2 - ) IC相当する

しかし!末端メチル以 (CI-I ， -) I[ 相当 す る吸

収は!IlI ifilJ されずプロトン間の力 y プリングも全く

認め られなかった 鎖状飽和炭化水素 (7 )レ力ン I

CnH 2n+-2) の うち i 炭Af鎖の短いアルカンでは，

jjjj常 ! 末端メ チ Jレ越とメチレン基の化学シフト が

区別でき I プ ロト ン間のカップリングKよってメ

チルぷは三宅線 ( tripl e t ) 1 1: ，メチレ ソ基は多

~n線 Cmul t ipl e t ) に分裂す る し かし炭素数 8
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図 2 モグサの有機成分中のへプタトリアコ ンタン

(C 37 H 7 6 ) の 'H - NMR スベ クトル (TMS

基準蛮クロロ ホルム溶液 )

のオクタン (C. II ，， ) より長いアノレカンの場合

末端メチル碁とメチレン誌の吸収は区別できず'11

吸収と して表れる 己れらのζ とから，その化

合物は。官能)" の全くない炭素鎖の非常K長い7

Jレカンである可能性が大きい 一万，再結品させ

た乙の物質の融点は， 75-760Cであり もし。 7

Jレカンであると仮定すると へプタトリアコンタ

ン (C" H ，，)に相当する へプタ ト リアコンタ

ンであるかどうか位認するため IC. "c -N M R 

スベヲ トルを市クロ ロホルム中で測定 し た(図

3 ) ノイズデカ y プリングのスペク，. }レでは

(1i<13. A) ，ほほ高さの等しし、小さな吸収 5 本

と p 大きな吸収 l 本がlt1i iJllI された へプタトリア

コンタン (CH ， -(CH ，)"← CH ，)であ ると仮

定して予測計算した化学シフトと長測値とを比

較検討した CH , -(CH , ) "ー CH ，の各炭素の

化学νフトを，底鎖状アノレカンの化学ソ 7 トの予

担IJ :J:U1 1ζよって計算した

(8) 

叫w~~，1恥
29.1 

(A) 

J 
80 70 60 50 40 30 20 10 

'"' 

、-
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図 3 ヘプタトリアコンタン (C " H 16 ) 白川 C­
NMR スベク トル ( TMS基準 重クロロホルム
溶液) 凶ノイズ ・ デカップリング (回 オフ

レゾナンス・デカップリンゲ

� = -2.5+ ~An ([) 

A 加成性 Cノ 7 ト パラメーター(表 ， ) 

n 各シフ ト パラ メ タ に対する iJt:M数

表 1 加成性ンフトパラメータ (A) 

"C 阻I下 シフト (ppm) (A) 

α ìiU.長 + 日 l

β 炭素 +9.4 

r 炭素 2.5 

S 炭素 +0.3 

e 炭素 +0.¥ 
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CH 3- ( CH 2 ) 35-CH 3 の 1 J C-NMRスベクトル由化学シフトの計算値と実測値

C(11(311 

1"30"3 +30"2 +29.9 十 32 A+23"0 + 13"9 

表 2

炭素

炭素

炭素

炭素

ε 炭主

化学シフト
計算値

炭京 数

C(6)-132! 

2

2

2

2

2

 

C( 5l¥ 3 引

2

2

2

2

 

C( 41 ( 341 

2

2

2

 

C( J) ( 3 討

2 

2 

C( 2)( 36 、

2 α 

β 

r 

s 

27 2 2 2 2 2 

+29"7 +29A +鈎 3+32"0 +22"7 
{じ宇 シフ t
二~測値

m 分比 27 2 2 2 2 

+ 14.1 

2 

との呈色反応で I 直ちに，汚緑色を示した乙とか

ら i カテコ ー Jレ系縮合型タンニンである引乙とが

示唆された また I メタノーノレ溶媒で紫外吸収ス

ベデ 卜 ノレ ( U V) を制定すると. 330nmIC極大吸

収が認められ 1 共役系を持つ結合環化合物である

ζ とを示しており，タ ンニンである可能性が大き

い 薄層クロマトグラ フ ィー (T L C ) では，非

極性格媒を展開i&IC I1J いると全く上昇せず!ブタ

ノーノレ酢酔水 (4 : 1)系では上昇は

するがテ リングが激しく!多母体の存在を示し

ている

クロロホルム回中のメタノ ル可熔分について

も ， FeCl ， による皇色反応で汚緑色を示す ζ と

から l 力テコ ル系縮合型タンニンである可能性

が大きいが， UV スベクト ノレで，メタノーノレ←水

層から得られた物質の極大吸収 (330nm←よ り煩

波長担IJの28Onm l 1:悔大吸収か認められる乙とから 1

共役系のより短い縮合度や重合度の小さいタンニ

ンであると考えられる

他の数種のモグサについても，田i棋の方法で抽

出操作を行い，各成分を比較した (表 3 ) 

C3 7H 16 の割合は f いずれ も， 2 "0- 2.6労と

ほほ等しいが タ ンニン成分については，かなり

異なっている i邑上級モグサの日本一波金山では ，

C 3 7 H 76 は最も多く I タンニンは段も少ない 温

CH , -(CH2) ,,- CH ，の予測化学ソフトは!

表 21ζ示すように 末端メチル基の炭素C( l } と

q J 7 1 が/l + 1 3.9pp mIC ，末端から 2 番目のメチ

レン1;1;の iJ;:;kt C，が と~ 3 6 1 が /l + 23 . 0 ppm 1<: . 

3 1号闘の炭素 C( 3 1 と 0 ，引 が δ+ 32 .4 pprn IC , 

4 番目の炭"f~C!4 1 と C 3 4) が占 1" 29.9ppm lC, 

5 需日の炭素0 > と C( 3 3 1 が δ 十 30 . 2 ppm IC , 

そして残りの C\6 ) か ら C 3 2 ) までの ?:I 個の炭素

が ， 占 +30 . 3ppmになる これを実測値(悶 3 ) 

と比較する と，化学シフトに多少ずれは認められ

るが， 6本の吸収のゾ7 トのNiI旬は一致しており，

各吸収の実測された約分比が， C3 71-1 76 と仮定し

た場合の炭素数と全く一致している また I オフ レ

ゾナンスデカップリングの NMR スペク卜 Jレ(図 3

B ) はメチレン基の存在を示 している 乙れらの

'H , "C - NMR スペク ト ノレの結果と 融点

測定結果から ク ロロホノレム層 IC /1 11 出されたメ

タノール不治の物質は I へ プタ トリアコンタ ン

(C"H" )であ る ζ とが同定された

メタノ Jレ 水間から得られた褐色固体を重水

あ る いは重メデノ ノレ中で 'H-NMR スベ ク ト

ノレを測定しようとしたが， 5 " 5ppm付近 1<:水酸基IC

よ ると考えられる短靴な吸収が認め られたが l 溶

解J，[が低く，信頼できるスベク ト Jレを得る乙とが

できなかった しかし l 塩化鉄〔 旧 ) ( PeCI , ) 
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表 3 各種モゲサ中のへプタ トリ アコンとカテコール系タンニン成分の

モグサ全量に対する重量パーセント

へプタトリアコン カテコ ← Jレ系タンニン

モクr サ (C"II ,,) ( 1 )刻 ( II )射 ( 1 )→( 日 )

日本一黄金山 2.5 1.1 2.1 3.2 

チラゾモグサ ( カ マ屋) 2.6 1.3 2.6 3.9 

主 龍 2.0 3.2 4.5 7.7 

若草 (灸副蹴IfJ) 2.2 3.4 5.4 8.8 

JJ 光(鼠灸用) 1.9 5.7 7.7 13.4 

中国特製 2.4 4.9 8.2 13.1 

天日乾燥 2.5 1.5 10.3 11.8 

が ( 1 ) クロロホルム仙出問中のメタノ-，レ日IJt6分

( 日 ) メタノ ←ル 水抽出店・から {U られたもの

灸用モグサ(月 光)では ? タンニンが松も多く

C 31H lIìが最も少ない 天日乾燥のみのモグサもタ

ンニンが多い 良質のモグサは，タンニンのよう

な物質が少なく ， C 3 1 H 76 のような 7Jレカンしか

残っていないといえるかもしれない

次 11:，モグサかられI1出された有機成分が!モグ

サの悼慨に影特を与えても、るかどうか，検討した

チラシモグサから I 仁に述べた方法で有機成分を

抽出し乾燥したもの(付l山後)と抽出操作を行っ

ていないモグサ(抽出前)とを，熱Hl対 l二で燃焼

させ I 燃焼温度一時間曲線の形を， .&4 11:示す a

-d の 4 種の値で比較した 各々の値について

抽出前と抽出後のモグサとの問 11:差があるかどう

かを， t-分布検定ιよ って険定 した (表 4 ) 両

者の lU高温度(a) には有μ差が認められなかった

が ， .'?!dく後， 250Cから最高品1度 11:達するまでの n~lf

|悶(b) 1こ有意左が認められ?抽出後のモグサは制

度上昇の時間が長く燃焼しにくい傾向がある

タンニンIi:は 燃焼しにくくする性質があるが

C 37 H 1 6 は ，燃料としての性質を持つので ， L れ

を除くと燃焼し忙くくなる ζ とは妥当である ま

た， C"I-l，， 1ζは，生毘活性はなく l 燃焼後は，

二酸化炭素と水になるだけであるから I 無刺激と

してしか作間 しないと考えられる

以上? 述べてきたように i モグサ 11:は， (j) 

表 4 チランモデサからへプタトリアコンタンおよび

タンニンを抽出した前後の燃焼温度 時間闘綜の形

斗
和
』
割
削
却

a

b

e

d

 

制IH::l l iíj*唱。 抽出後柑 t一分布役j.Ëキ*が

ほ3.21024 _ 1 126.3I35_3 1'>0.05 

12.0土 2.2 14.3土 2.3 P く0.05

6.9土1. 1 7.9 土 1 _0 P く0.05

27.3 土 3 .7 28.0ic 2_2 P >0.05 

制 a 最高尚度 CC)
b 占火後25

0

Cかり最向?目度ι述するまでの時l目!

(抄)
c : 1111綿の半値幅(抄)

d : {，止i官制度から25"Cに下がるまでの時Wl (抄)
平均値±標準偏l:::.

N =l4 ，等分散

権利

本*キ}

(2) (3) のようなテ Jレベン飢はほとんど検出され

ず l へプタトリアコンタン (C"H 16 ) とタンニ

ンが主要な有機成分と考えられる また 良質の

モグサにはタンニンが少なく， C 31 I-1 76 は l 燃焼

温度 時間1111 1車の温度上昇時間 IL影響を 勺えてい

る乙とカ汁つかった
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